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 磁化プラズマにおける電場シアーの形成を理解す

る上で、乱流による運動量輸送の理解が重要である

と広く認識されている。静電プローブは電場シアー

を詳細に計測できる有用なツールであるが、プロー

ブの持つ有限抵抗・静電容量により、クロストーク

が生じ局所電位及び電位揺動計測が影響を受ける可

能性がある。このため、この有限抵抗・静電結合の

影響を同定し、その影響を減少させる静電シールド

付きのプローブ[1]を開発した。本プローブと64チャ
ンネル周方向プローブアレイ(以下参照プローブ)を
用いた測定を行い、静電シールドの有無による電位

揺動の相関解析を行った。 
	
 本実験で使用した直線プラズマ装置 PANTA 
(Plasma Assembly for Non-linear Turbulence Analysis) 
では3 kw、7 MHzのヘリコン波によって円柱状のプ
ラズマを生成している。実験条件は、磁場を0.085 T、
アルゴンガス圧を0.45 mTorrとした。プラズマの直
径は約10 cmで、中心での密度は約1019 m-3、電子温

度は約3 eVである。真空容器の大きさは直径45 cmで、
長さ400 cmである。参照プローブはソースから187.5 
cm、径方向位置がプラズマ中心から4 cmの位置に設
置されており、今回の計測に用いた参照チャンネル

は地面と平行に位置している。シールド有り及び無

しプローブはソースから137.5 cmの位置に地面と平
行に挿入してあり、シールド有り/無しプローブは径
方向に0.1 cm、周方向に0.5 cm空間的に離れている。
本実験ではこれらのプローブを用い、径方向2~10 cm
の間で0.5 cm毎に計測を行った。 
	
 図1(a)に参照プローブと径方向4 cmの時のシール
ド有り/無しプローブそれぞれのパワースペクトル、
図1(b)に参照プローブとのコヒーレンスを示す。プ
ローブの信号は、真の信号とクロストークとノイズ

の和であり、このうち真の信号とクロストークは相

関が生まれる原因となる。図1(b)より、全周波数領
域でシールド有りの場合の方がコヒーレンスは小さ

くなっていることから、静電シールドの付与により

クロストークの信号が小さくなり、相対的にノイズ

成分が高くなることで、相関が小さくなったと考え

られる。このことからコヒーレンスが小さくなった

原因としては、シールド無しプローブとシールド有

りプローブの空間点の違いも考えられるが、静電シ

ールドの効果によってクロストークが低減したこと

を示している可能性があると考えられる。 
	
 今後は開発した静電シールド付きプローブと参照

プローブから得られたデータを元に、レイノルズ応

力の二次元断面の再構築を行い、エンドプレートに

電気的にバイアスを印可[2]した時のプラズマの応
答を研究する予定である。 
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図 1：(a) 参照プローブ(黒線)、径方向 4 cmのシール
ド無し(赤線)とシールド有りプローブ(青線)のパワ
ースペクトル。(b) 参照プローブとシールド有り/無
しプローブとのコヒーレンス。 
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